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式
で
あ
り
、
忠ま

さ

ね誠
霊
神
と
い
う
。
大
正

六
年
六
月
、
戊
辰
殉
難
者
五
十
年
祭
に

あ
た
り
、
容
保
は
じ
め
八
柱
が
会
津
若

松
市
院
内
の
松
平
家
廟び

ょ
う
し
ょ所
に
改
葬
さ
れ

た
。
そ
の
中
に
は
容
敬
の
養
女
で
容
保

の
義
姉
照
姫
の
遺
骨
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

容
保
に
は
『
芳
山
公
和
歌
集
』
と
い

う
歌
集
が
あ
る
。「
会
津
会
々
報
」
に
誰

か
が
連
載
し
、
誰
か
が
ま
と
め
た
も
の

で
、
い
ま
編
者
は
特
定
で
き
な
い
。
そ

れ
に
は
計
二
三
九
四
首
の
容
保
の
自
作

の
和
歌
が
載
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の

大
名
で
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
歌
を
残
し
た

人
を
私
は
知
ら
な
い
。
容
保
と
い
う
人

物
は
、
武
人
で
あ
る
よ
り
先
に
文
人
で

あ
っ
た
。
そ
の
作
を
一
首
だ
け
引
く
。

風
な
く
て
お
の
れ
と
落
る
落
栗
の

音
も
し
づ
か
に
く
る
る
庭
か
な

会
津
の
先
人
た
ち

戊
辰
戦
争
と
そ
の
後
の
復
興
に
尽
力
し
た

激
動
の
幕
末
に
か
け
て
未
来
の
た
め

意
欲
と
情
熱
を
持
ち
続
け
た
先
人
た
ち

か
つ
て
東
北
屈
指
の
雄
藩
と
謳
わ
れ
た
会
津
藩
。

戊
辰
戦
争
と
い
う
義
を
貫
い
た
戦
い
に
敗
れ
、そ
れ
で
も
立
ち
上
が
り

未
来
へ
向
か
っ
て
歩
ん
で
き
た
会
津
若
松
市
。

そ
の
歴
史
の
中
に
は
、会
津
に
生
き
た
数
々
の
先
人
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

会津
150年
人物伝

　

尾
張
藩
の
支
藩
で
あ
る
美み

の

た

か

す

濃
髙
須

（
海か

い
づ
し
か
い
づ
ち
ょ
う

津
市
海
津
町
）
藩
主
松
平
義
建
の
六

男
と
し
て
江
戸
四
谷
の
藩
邸
で
生
ま
れ

た
。
幼
名
は
銈け

い
の
じ
ょ
う

之
允
。
芳ほ

う
ざ
ん山
、
祐ゆ

う
ど
う堂
の

号
が
あ
る
。
十
二
歳
で
会
津
藩
主
松
平

容か
た
た
か敬
の
養
子
と
な
る
。
容
敬
は
水
戸
の

所
生
で
、
実
父
義
建
の
実
兄
に
あ
た
る

人
で
あ
っ
た
。
ま
た
長
兄
の
慶
勝
は
尾

張
藩
主
で
あ
り
、
弟
の
定さ

だ
あ
き敬
は
桑
名
藩

主
で
あ
る
。
十
八
歳
で
会
津
藩
主
と
な

り
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
新
設
の

京
都
守
護
職
と
な
っ
て
京
都
へ
の
ぼ
っ

た
（
二
十
八
歳
）。
職
務
に
精
励
し
て
孝

明
天
皇
の
信
頼
を
得
、
緋
の
御
衣
を
与

え
ら
れ
、
ま
た
八
月
十
八
日
の
政
変
後

に
は
宸し

ん
か
ん翰
と
和
歌
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
孝
明
天
皇
が
亡
く
な
り
翌
年

の
大
政
奉
還
に
と
も
な
い
京
都
守
護
職

も
廃
止
と
な
っ
た
。
鳥
羽
伏
見
の
戦
い

で
旧
幕
府
軍
が
敗
れ
た
た
め
江
戸
に
移

り
、
さ
ら
に
二
月
に
は
会
津
に
帰
っ
て

来
た
。

　

家
督
を
養
子
喜
徳
に
譲
る
が
実
権
は

容
保
が
握
り
戊
辰
戦
争
の
指
揮
を
と
っ

た
。
奥
羽
越
列
藩
同
盟
な
ど
も
結
成
さ

れ
た
が
、
近
隣
の
藩
が
次
々
と
新
政
府

軍
に
降
伏
し
、
九
月
二
十
二
日
、
会
津

藩
も
つ
い
に
降
伏
開
城
し
た
の
で
あ
る
。

容
保
父
子
は
東
京
に
送
還
さ
れ
て
滅
藩

と
な
る
が
、
死
一
等
を
減
じ
ら
れ
て
鳥

取
池
田
邸
に
て
謹
慎
し
、
つ
い
で
和
歌

山
藩
邸
（
い
ず
れ
も
東
京
）
に
移
さ
れ

る
。
明
治
二
年
容
保
の
実
子
慶
三
郎
（
後

の
容
大
）
が
誕
生
し
家
名
の
再
興
が
許

さ
れ
、
斗
南
藩
が
で
き
る
。

　

北
辺
の
地
に
三
万
石
が
与
え
ら
れ
る

が
、
実
収
は
七
千
石
に
も
満
た
な
く
旧

家
臣
た
ち
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
苦

難
の
生
活
を
強
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

容
保
の
謹
慎
が
解
か
れ
た
の
は
同
五

年
の
こ
と
で
、
そ
の
後
は
日
光
東
照
宮

の
宮
司
と
な
り
（
祢ね

ぎ宜
は
保
科
近
悳
）、

同
二
十
六
年
十
二
月
、
東
京
の
小
石
川

の
自
邸
に
お
い
て
没
し
た
。
五
十
九
歳
。

東
京
の
浄
土
宗
正
受
院
に
葬
っ
た
が
神

降
伏
開
城
し
滅
藩
と
な
り

死
一
等
を
減
じ
ら
れ
る

蟄ち
っ
き
ょ居
が
解
か
れ
た
の
ち

日
光
東
照
宮
宮
司
に

松平 容保
まつだいら　かたもり
天保6年〜明治26年（1835〜1893）

会
津
藩
第
九
代
藩
主 

京
都
守
護
職
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幕
末
～
戊
辰
戦
争
を
戦
い
、
会
津
を
守
っ
た
先
人
た
ち
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ね
、

桑
の
田
と
変
り
し
や
ど
の
庭
の
松

薪
と
な
り
て
一
枝
だ
に
な
し

と
詠
ん
で
い
る
。
同
二
十
年
、
五
十
八

歳
と
な
っ
て
旧
藩
士
伊
与
田
喜
兵
衛
の

長
女
き
み
（
四
十
歳
）
を
妻
と
す
る
。

同
二
十
二
年
戊
辰
戦
争
戦
没
者
招
魂
祭

を
開
い
て
そ
の
祭
主
と
な
る
。
つ
い

で
こ
の
年
、
霊り

ょ
う
ぜ
ん山
神
社
（
福
島
県
伊
達

郡
）
宮
司
と
な
る
。
同
二
十
三
年
妻
と

離
婚
。

　

同
三
十
二
年
、
七
十
歳
を
迎
え
た
頼

母
は
霊
山
神
社
の
宮
司
を
依
願
退
職
し

て
若
松
に
帰
り
、
十
軒
長
屋
（
会
津
若

松
市
東
栄
町
）
に
居
を
定
め
る
。
こ
れ

を
機
会
に
青
森
県
上
北
郡
四
和
町
大

字
伝
法
寺
よ
り
若
松
市
栄
町
に
転
籍
す

る
。

　

同
三
十
六
年
四
月
二
十
八
日
、
同
所

に
お
い
て
没
す
、
七
十
四
歳
。
法
号
は

栖
雲
院
殿
八
握
髯
翁
大
居
士
。
遺
言
に

よ
り
菩
提
寺
で
あ
る
善
竜
寺
に
葬
る
。

会
津
嶺
の
を
ち
こ
ち
人
に
知
ら
せ
て
よ

保
科
近
悳
け
ふ
死
ぬ
る
な
り

こ
れ
が
辞
世
の
歌
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

名
は
近ち

か
の
り悳
。
汝じ

ょ
ぎ
ょ
く玉
、
あ
る
い
は

栖せ
い
う
ん雲
、
八や

つ
か
ひ
げ
の
お
き
な

握
髯
翁
な
ど
と
号
し
た
。
維

新
後
は
保
科
近
悳
と
改
め
る
。
二
十
二

歳
の
年
に
飯
沼
一
孝
の
次
女
千
恵
子

（
十
七
歳
）
を
娶め

と

る
。

　

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
二
十
八
歳

で
父
近
思
が
病
の
た
め
家
禄
千
七
百

石
を
継
ぎ
、
三
十
三
の
年
に
家
老
と
な

る
。
こ
の
年
藩
主
容
保
が
京
都
守
護
職

に
就
任
す
る
の
を
、
田
中
土
佐
と
共
に

反
対
し
、
就
任
後
も
辞
任
す
る
こ
と
を

強
く
進
言
し
た
。
こ
の
た
め
「
御
免
御

叱
」
に
て
家
老
を
免
職
と
な
っ
て
長
原

村
で
蟄ち

っ
き
ょ居
と
な
る
。

　

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
家
老
に
復

帰
し
て
白
河
口
の
総
督
と
な
っ
て
出
陣

す
る
が
、
白
河
城
は
落
城
し
、
敗
退
し

て
若
松
城
に
も
ど
る
。
こ
の
頃
、
君
命

に
よ
っ
て
城
を
出
、
米
沢
を
経
て
仙
台

に
至
る
。
こ
こ
か
ら
開
陽
丸
で
蝦え

ぞ

ち

夷
地

に
渡
り
、
鷲
ノ
木
港
に
上
陸
、
旧
幕
府

（
榎
本
）
軍
の
「
役
員
外
江
差
詰
」
と

な
る
。
し
か
し
、
翌
年
に
榎
本
軍
は
降

伏
し
、
頼
母
は
東
京
へ
護
送
の
後
、
館

林
藩
や
東
京
の
増
上
寺
玄
城
寮
で
謹
慎

生
活
を
お
く
る
。

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
伊
豆
那
賀

郡
中
川
村
で
謹
申
学
舎
を
開
い
て
そ

の
学
長
と
な
る
が
、
同
七
年
閉
舎
。
同

八
年
八
月
、
東
白
川
郡
棚
倉
の
都つ

つ々

古こ

別わ
け

神
社
の
宮
司
に
就
任
。
け
れ
ど
も
同

十
一
年
、
西
郷
隆
盛
の
反
乱
に
く
み
し

た
疑
い
で
同
宮
司
を
解
任
と
な
る
。
同

十
三
年
二
月
、
旧
主
松
平
容
保
が
日
光

東
照
宮
の
宮
司
に
就
任
し
た
の
に
と
も

な
い
、
頼
母
は
そ
の
下
で
祢ね

ぎ宜
を
つ
と

め
る
。
同
二
十
年
に
東
照
宮
の
祢
宜
を

辞
し
、
会
津
若
松
に
足
を
踏
み
入
れ

る
。
そ
し
て
か
つ
て
の
邸
宅
の
跡
を
訪

容
保
の
日
光
東
照
宮

宮
司
就
任
に
と
も
な
い

ふ
た
た
び
旧
主
の
も
と
へ

幕
末
の
会
津
を
支
え
た

会
津
藩
筆
頭
家
老

西郷 頼母
さいごう　たのも
文政13年〜明治36年（1830〜1903）

萱野 権兵衛
かやの　ごんべえ
天保元年〜明治2年（1830〜1869）

　

名
は
長な

が
は
る修
。
通
称
は
初
め
恒
治
。
権
兵
衛

長
裕
の
長
男
。
若
く
し
て
学
問
、
武
芸
を

修
め
て
人
望
が
あ
り
、
性
格
は
き
わ
め
て
温

和
で
あ
っ
た
。
藩
主
容
保
が
京
都
守
護
職
時

代
は
会
津
に
あ
っ
て
、
政
務
に
た
ず
さ
わ
っ

て
い
た
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
家
老

と
な
り
、
戊
辰
戦
争
の
際
は
包
囲
さ
れ
た
若

松
城
の
外
あ
っ
て
城
内
に
兵
糧
を
送
り
、
ま

た
各
地
で
転
戦
し
た
。
入
城
し
て
戦
う
こ
と

を
望
ん
で
い
た
中
野
竹
子
ら
が
従
軍
を
願
い

で
た
が
、「
婦
女
し
ま
で
狩
り
出
し
て
戦
っ

た
と
あ
っ
て
は
会
津
藩
の
名
折
れ
！
」
そ
う

言
っ
て
断
っ
た
。
し
か
し
、
古
屋
作
左
衛
門

が
率
い
る
衝し

ょ
う
ほ
う
た
い

鋒
隊
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

　

会
津
藩
が
降
伏
後
は
、
喜の

ぶ
の
り徳
（
容
保
の
養

子
）
に
従
っ
て
東
京
の
久
留
米
藩
邸
に
謹

慎
生
活
を
送
る
。
権
兵
衛
は
終
日
端
座
し
て

膝
を
く
ず
す
こ
と
も
な
か
っ
た
。
新
政
府
の

軍
務
局
か
ら
容
保
父
子
を
助
命
す
る
か
わ
り

に
戦
争
の
責
任
者
三
名
を
要
求
し
て
き
た
の

だ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
家
老
の
席
次
か
ら
す

れ
ば
権
兵
衛
は
四
番
目
で
あ
っ
た
が
、
上
席

の
西
郷
頼
母
は
当
時
行
方
不
明
、田
中
土
佐
、

神
保
内
蔵
助
の
両
人
は
す
で
に
切
腹
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
一
藩
の
責
任
を
一
身
に
負
っ

て
切
腹
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

明
治
二
年
五
月
十
八
日
、
東
京
広
尾
の
保

科
邸
（
会
津
藩
と
縁
戚
）
に
入
る
と
、当
時
、

一
刀
流
溝
口
派
の
師
範
樋
口
隼
之
助
が
行
方

不
明
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
秘
伝
の
絶
え
る

の
を
恐
れ
て
竹
の
火
箸
を
使
っ
て
井
深
宅
右

衛
門
に
こ
れ
を
伝
え
た
。
権
兵
衛
の
辞
世
ら

し
い
詩
歌
は
残
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
る

と
、
余
程
こ
の
方
は
不
得
手
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。
や
が
て
時
刻
と
な
り
権
兵
衛
は
従
容
と

し
て
見
事
な
切
腹
を
遂
げ
た
。
こ
の
介か

い
し
ゃ
く錯
を

つ
と
め
た
の
は
、
飯
野
藩
の
使
い
手
沢
田
武

司
で
あ
っ
た
。
切
腹
に
先
だ
っ
て
祐
堂
（
容

保
の
隠
居
名
）
と
照
姫
か
ら
本
人
あ
て
に
親

書
が
届
け
ら
れ
て
い
た
。
照
姫
は
「
‥
‥
全

く
御
二
方
様
御
身
代
り
と
存
じ
‥
‥
言
語
に

絶
し
、
惜
し
み
候
‥
‥
」
と
い
い
、
権
兵
衛

殿
へ
と
し
て
次
の
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

夢
う
つ
ゝ
思
ひ
も
分
ず
惜
し
む
ぞ
よ

ま
こ
と
あ
る
名
は
世
に
残
れ
ど
も

　

新
政
府
の
軍
務
局
か
ら
屍し

た
い体
は
保
科
家
で

処
理
せ
よ
、
と
達
し
が
あ
っ
た
の
で
、
権

兵
衛
の
遺
志
に
よ
り
棺
は
浅あ

さ
ぎ黄
の
木
綿
で
包

み
、
貨
物
の
よ
う
に
し
て
芝
白
金
の
興
禅
寺

に
運
び
、
こ
こ
に
葬
っ
た
。
な
お
、
権
兵
衛

の
墓
は
会
津
若
松
市
の
天
寧
寺
に
も
あ
り
、

こ
ち
ら
は
そ
の
法
号
と
没
年
月
日
だ
け
が
刻

ん
で
あ
る
。
報
国
院
殿
公
道
了
忠
居
士
と
い

う
。

藩
の
戦
争
責
任
を

一
身
に
負
っ
て
切
腹

藩
主
を
守
り
、

義
に
生
き
た

名
家
老
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　このあとしばらく若松市の時代が続き、「会津」を冠した現在の会津若松市となったのは、近隣七村の編入合併が実現した昭

和30年（1955）1月1日から。東西14km、南北23km、人口95,600人余、文字通り会津の中心都市が誕生した。この合併により、

東山・芦ノ牧両温泉、飯盛山、背炙り山、猪苗代湖西岸などの観光資源が会津若松市に包括されることにもなった。

　なお、このあと平成の大合併では平成16年に北会津郡北会津村、17年に河沼郡河東町を編入合併して今日に至っている。

若松市から「会津若松市」の誕生



4041 「義」の想い つなげ未来へ―。戊辰１５０周年。「義」の想い つなげ未来へ―。戊辰１５０周年。

れ
る
が
、
こ
の
時
の
調
整
も
平

馬
と
山
川
大
蔵
（
浩
）
が
代
表

と
し
て
行
っ
て
い
る
。
会
津
藩

は
新
た
に
斗
南
藩
と
し
て
再
出

発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
馬

も
明
治
三
年
に
は
謹
慎
が
解
か

れ
斗
南
に
移
住
し
、
廃
藩
置
県

後
は
青
森
県
庁
に
出
仕
し
た
が
、

短
期
間
で
辞
し
て
い
て
そ
の
後

の
消
息
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

妻
二
葉
は
平
馬
と
離
婚
し
、

明
治
四
年
八
月
山
川
浩
の
一
家

と
共
に
田
部
よ
り
東
京
に
移
住
、

一
子
景
清
を
海
軍
軍
医
学
校
に

入
れ
て
梶
原
家
の
家
名
を
継
が

せ
た
。
平
馬
の
そ
の
後
の
消
息

は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
近
年
平

馬
の
墓
が
根
室
に
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

や
外
国
公
使
ら
と
の
交こ

う
ぎ諠
を
結
ん
だ
。

　

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
一
月
の
鳥
羽
伏

見
の
敗
戦
に
よ
り
、
容
保
ら
が
会
津
に
帰
国

し
た
後
は
、
平
馬
を
始
め
と
す
る
二
十
八
名

が
江
戸
に
残
留
し
、
横
浜
に
赴
き
エ
ド
ワ
ー

ド
・
ス
ネ
ル
か
ら
小
銃
八
百
丁
、
並
び
に
武

器
弾
薬
を
買
い
付
け
、
ま
た
、
旧
幕
府
の
勘

定
方
よ
り
資
金
調
達
し
て
、
大
砲
や
様
式
銃

等
も
購
入
し
、
新
潟
廻
り
で
会
津
に
持
ち
帰

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

会
津
に
帰
藩
し
た
後
に
は
、
庄
内
藩
と
の

同
盟
を
実
現
さ
せ
た
ほ
か
奥
羽
越
列
藩
同
盟

の
結
成
に
各
藩
の
家
老
が
仙
台
領
白
石
に
集

合
し
た
際
は
、
そ
の
陰
に
あ
っ
て
奔
走
し
、

籠
城
戦
中
は
城
内
に
あ
っ
て
内
政
を
担
当
し

容
保
を
補
佐
し
た
。
や
が
て
会
津
藩
降
伏
の

時
に
な
る
と
、
平
馬
も
藩
主
父
子
と
共
に
儀

式
に
臨
み
、他
の
家
老
ら
と
連
署
の
上
容
保
・

喜
徳
の
助
命
を
嘆
願
し
た
。
そ
し
て
、
容
保

ら
に
随
従
し
て
東
京
で
謹
慎
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

明
治
二
年
に
は
太
政
官
よ
り
松
平
容
保
の

実
子
・
容
大
を
も
っ
て
家
名
再
興
が
許
さ

梶原 平馬
かじわら　へいま
天保13年〜明治22年（1842〜1889）

　

会
津
藩
士
。
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

会
津
藩
家
老
内
藤
介
右
衛
門
信
順

（
二
千
二
百
石
）
の
次
男
に
生
れ
た
。
会
津

藩
名
門
の
家
柄
で
あ
る
梶
原
健
之
助
の
養
子

と
な
り
、
以
後
梶
原
姓
と
な
る
。
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
藩
主
松
平
容
保
が
京
都
守
護

職
を
拝
命
す
る
と
、
平
馬
は
常
に
そ
の
側
近

と
し
て
随ず

い
じ
ゅ
う従
し
た
。
慶
応
元
年
に
は
若
年
寄

り
に
、
翌
二
年
に
は
家
老
職
に
進
み
国
事
に

奔
走
し
て
い
た
が
、
家
老
横
山
主
税
が
亡
く

な
っ
た
後
に
は
、
藩
外
交
の
顔
と
な
り
他
藩

奥
羽
越
列
藩
同
盟
に
奔
走

重
要
職
務
遂
行

佐川 官兵衛
さがわ　かんべえ
天保2年〜明治10年（1831〜1877）

　

名
は
直
清
。
幼
名
を
勝
と
い
い
、
雅
号

は
残ざ

ん
げ
つ月

。
幸
右
衛
門
直
道
の
長
男
と
し

て
、
城
下
で
生
ま
れ
た
。
性
格
は
直
情
的

で
あ
る
が
信
義
に
厚
く
、和
歌
を
嗜た

し
な

ん
だ
。

戊
辰
戦
争
直
前
に
組
織
さ
れ
た
別
選
組
の

隊
長
に
任
命
さ
れ
て
、
鳥
羽
伏
見
戦
争
に

出
陣
す
る
。
し
か
し
隊
員
七
十
余
名
の
う

ち
銃
器
を
持
っ
て
い
る
者
は
少
な
く
、
多

く
は
刀
槍
を
携
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
、

官
兵
衛
の
刀
は
銃
弾
を
受
け
て
折
れ
、
ま

た
眼
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
淀よ

ど
じ
ょ
う城
に
退

却
す
る
に
あ
た
っ
て
は
陽
光
か
ら
眼
を
か

ば
う
た
め
両
天
傘
を
左
手
で
さ
し
、
右
手

で
折
れ
た
刀
を
杖
に
し
て
悠
然
と
淀
大
橋

を
渡
っ
た
と
い
う
。

　

若
松
に
帰
る
と
四
月
に
朱
雀
四
番
士
中

隊
の
中
隊
頭
（
隊
長
）
と
な
っ
て
越
後
方

面
に
出
陣
し
、
と
く
に
片
貝
の
戦
い
で
は

薩
摩
、
大
垣
、
長
州
軍
な
ど
と
接
戦
に
及

び
、
勝
利
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
越
後
に

お
け
る
戦
況
で
は
四
分
六
分
で
不
利
で

あ
っ
た
と
い
う
。
三
条
に
布
陣
し
て
い
た

と
き
、
藩
主
か
ら
の
急
使
が
き
て
若
松
城

に
戻
っ
た
の
は
八
月
九
日
の
こ
と
で
あ

る
。
た
だ
ち
に
四
百
石
加
増
さ
れ
て
七
百

石
の
若
年
寄
と
な
り
、
つ
い
で
三
百
石
加

増
の
上
、
家
老
職
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
異
例
と
も
い
え
る
加
増

は
、
佐
川
家
の
祖
勘
兵
衛
直
成
が
も
と
も

と
千
石
で
あ
っ
た
と
い
う
家
柄
の
せ
い

で
も
あ
っ
た
。

「
鬼
官
兵
衛
」の

異
名
を
と
っ
た
会
津
藩
士

　

八
月
二
十
九
日
の
長
命
寺
の
戦
い
は
激

戦
を
き
わ
め
、
こ
の
出
陣
の
総
督
を
命
じ

ら
れ
た
官
兵
衛
以
下
、
従
っ
た
藩
士
た
ち

は
い
ず
れ
も
決
死
の
覚
悟
で
、
め
い
め
い

が
こ
の
日
「
戦
死
」
と
書
い
て
戒
名
と
と

も
に
懐
に
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
後
に

新
政
府
軍
側
の
記
録
に
よ
っ
て
明
ら
か
と

な
っ
た
。
各
地
で
転
戦
の
後
、
田
島
在
陣

の
官
兵
衛
の
も
と
に
藩
主
容
保
か
ら
の
親

書
が
と
ど
い
た
の
は
、
九
月
二
十
四
日
の

こ
と
で
あ
る
（
二
十
二
日
に
既
に
降
伏
し

て
い
た
）。
こ
こ
に
至
っ
て
武
装
解
除
し

塩
川
に
謹
慎
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
新
政
府

か
ら
東
京
に
呼
び
出
さ
れ
て
訊じ

ん
も
ん問
が
あ
っ

た
。

　

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
斗
南
立
藩
と

と
も
に
斗
南
の
中
市
村
に
移
住
し
た
が
、

同
六
年
頃
に
は
若
松
に
帰
っ
て
い
た
。
同

七
年
旧
会
津
藩
士
た
ち
の
生
計
の
途
を
ひ

ら
く
た
め
、
か
ね
て
招
か
れ
て
い
た
警
視

庁
に
三
百
余
人
を
率
い
て
奉
職
し
、
み
ず

か
ら
は
大
警
部
と
な
っ
た
。同
十
年
二
月
、

西
南
戦
争
の
際
は
豊
後
口
警
視
隊
の
一
番

小
隊
長
兼
副
指
揮
長
と
し
て
九
州
に
渡

る
。
三
月
十
八
日
、
熊
本
県
阿
蘇
郡
の
二

重
峠
付
近
に
お
い
て
薩
摩
の
青
年
隊
と
激

戦
に
及
び
、
身
に
銃
弾
を
あ
び
て
戦
死
し

た
の
で
あ
る
。
四
十
七
歳
。
一
子
直
諒
は

幼
年
学
校
を
経
て
軍
人
と
な
っ
た
が
、
日

露
戦
争
に
よ
っ
て
戦
死
し
て
い
る
。

越
後
方
面
に
出
陣
し

各
地
を
転
戦

　戊辰戦後、鶴ヶ城は明治7年（1874）に天守閣や角櫓、城門など城内すべての建物が取り壊され、石垣が残

るだけだった。それから90年余、鶴ヶ城天守閣の再建が実現したのは昭和40年（1965）9月17日のこと。

　再建には賛否両論があった。しかし、昭和32年の戊辰90年祭を機に再建の機運が盛り上がり、同39年に起工式を迎えた。

やがて鉄筋コンクリート五階・地下一階の天守閣と、鉄骨造り一部木造平屋建ての走り長屋、鉄門がその偉容を現わすと、会

津は大きく沸き返った。以来、再建された鶴ヶ城は一貫して観光会津のシンボルとしての役割を担い、一般公開から五百日

余で入城者は100万人に達した。

周辺の整備も行われ、昭和42年には鶴ヶ城管理事務所が落成し、無料休憩所とトイレが設置された。平成に入っても、蒲生

氏郷と千少庵の貴重な伝承を今に伝える茶室「麟閣」が、平成2年に本丸内に移築復元された。また、平成9年からの史跡若

松城跡整備事業で「南走長屋」「干飯櫓」が復元落成。さらに平成二十三年春からは、幕末時代の「赤瓦」をまとった日本で

唯一の天守閣にリニューアル。平成27年9月には鶴ヶ城天守閣再建五十周年を迎えるなどして、現在に至っている。

鶴ヶ城の再建、悲願みのる
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す
る
よ
う
進
言
し
た
。
朝
敵
に
な
る
こ

と
を
恐
れ
た
徳
川
慶
喜
は
、
急
き
ょ
会

津
藩
主
松
平
容
保
等
と
共
に
大
坂
か
ら

密
か
に
海
路
で
江
戸
に
帰
っ
て
し
ま
い
、

慶
喜
は
江
戸
の
寛
永
寺
に
て
謹
慎
し
た
。

　

旧
幕
府
軍
は
じ
め
会
津
藩
士
の
抗
戦

を
主
張
す
る
者
た
ち
は
将
軍
徳
川
慶
喜

や
会
津
藩
主
松
平
容
保
等
が
江
戸
に

帰
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
神
保
修
理
の
進

言
に
よ
る
と
主
張
し
、
松
平
容
保
に
修

理
の
処
断
を
強
く
迫
っ
た
。
遂
に
、
神

保
修
理
は
切
腹
を
命
じ
ら
れ
、
慶
応
四

年
（
一
八
六
八
）
二
月
十
三
日
、
江
戸

の
三
田
下
屋
敷
に
て
自
刃
し
た
。
三
十

歳
だ
っ
た
。
東
京
都
港
区
興
善
寺
に
墓

が
あ
る
。

辞
世
の
和
歌

帰
り
来
ん
時
よ
と
母
の
待
ち
し
こ
ろ

は
か
な
き
た
よ
り
聞
く
べ
か
り
け
り

　

田
中
家
は
田
中
正
玄
、
玄
宰
と

い
っ
た
名
家
老
を
輩
出
す
る
家
系

で
、
土
佐
も
家
老
を
務
め
た
。

　

松
平
容
保
が
京
都
守
護
職
を
拝
命

す
る
際
、
先
遣
隊
と
し
て
京
都
に
入

り
、
黒
谷
金
戒
光
明
寺
を
本
営
と
し

て
手
配
し
、
容
保
の
入
京
後
も
傍
ら

で
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）、
鳥
羽

伏
見
の
戦
い
に
破
れ
、会
津
に
帰
国
。

土
佐
は
兵
を
率
い
て
城
下
で
戦
っ
た

が
、
外
郭
の
一
つ
、
六
日
町
口
門
を

守
れ
ず
に
敵
の
侵
入
を
許
し
、家
老
、

神
保
内
蔵
助
と
と
も
に
自
刃
し
た
。

　

一
瀬
要
人
は
慶
応
二
年
、
若
年

寄
と
な
る
。

　

松
平
容
保
が
京
都
守
護
職
を
拝

命
す
る
と
番
頭
と
し
て
随
行
、
慶

応
四
年
に
家
老
に
昇
進
し
た
。

　

戊
辰
戦
争
で
は
、
越
後
方
面
の

総
督
と
な
り
各
地
を
転
戦
。
戦
い

が
城
下
に
移
る
と
要
人
は
城
外
に

出
て
戦
っ
た
。

　

南
方
の
熊
倉
の
戦
い
で
新
政
府

軍
を
撃
退
し
た
が
、
大
激
戦
と

な
っ
た
一
ノ
堰
の
戦
い
で
は
銃
撃

を
受
け
負
傷
し
て
し
ま
う
。
九
月

二
十
二
日
桑
原
に
て
戦
死
。

　

中
野
竹
子
は
、
江
戸
常
勤
の
会
津
藩
士
中
野
家
の
長
女

と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
非
常
に
利
発
で
武
芸
に
通
じ

て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
戊
辰
戦
争
が
始
ま
る
と
江
戸

か
ら
会
津
に
引
き
上
げ
米
代
の
田
母
神
家
の
書
院
を
借
り

て
い
た
。

　

竹
子
を
含
む
会
津
藩
の
女
性
ら
は
、
戦
い
が
始
ま
れ
ば

城
内
に
入
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
た
が
、
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
八
月
二
十
三
日
、
新
政
府
軍
が
あ
ま
り
に

早
く
城
下
に
攻
め
入
っ
て
き
た
た
め
、
竹
子
は
入
城
を
果

た
せ
ず
、
城
外
で
集
合
で
き
た
の
は
母
・
こ
う
子
（
孝
子

と
も
）、
妹
・
優
子
ら
六
名
で
あ
っ
た
。

　

六
名
は
、
照
姫
が
坂
下
に
立
ち
退
い
た
と
い
う
情
報
を

得
て
向
か
う
も
、
合
流
は
出
来
ず
、
事
実
、
照
姫
は
城
内

に
留
ま
っ
て
い
た
。

　

翌
日
、
越
後
方
面
か
ら
引
き
上
げ
て
き
た
萱
野
権
兵
衛

の
も
と
に
赴
い
て
従
軍
を
申
し
出
て
、
城
下
へ
の
進
撃
の

際
に
同
行
を
許
可
さ
れ
た
。
翌
二
十
五
日
、
城
下
北
西
の

柳
橋
ま
で
進
ん
で
新
政
府
軍
と
激
し
く

戦
う
も
、一
発
の
銃
弾
が
竹
子
に
命
中
、

帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

　

神
保
内
蔵
助
は
家
老
職
を
務

め
、
松
平
容
保
の
京
都
守
護
職
拝

命
に
従
っ
て
上
洛
し
た
。
元
治
元

年
（
一
八
六
四
）、
禁
門
の
変
が

勃
発
す
る
と
、
天
王
山
に
立
て
籠

も
っ
た
長
州
藩
の
主
戦
派
・
真
木

和
泉
ら
を
自
刃
さ
せ
る
功
を
立
て

た
。

　

戊
辰
戦
争
で
は
、
城
下
に
出
て

戦
う
が
、
外
郭
の
一
つ
、
六
日
町

口
門
を
守
れ
ず
に
敵
の
侵
入
を
許

し
、
家
老
、
田
中
土
佐
と
と
も
に

自
刃
し
た
。

　

横
山
主
税
常
守
は
横
山
主
税
常

徳
の
養
子
で
、
常
徳
が
元
治
元
年

（
一
八
六
四
年
）、
病
で
亡
く
な
る
と

常
守
が
家
督
を
継
ぎ
、
慶
応
三
年
、

パ
リ
万
国
博
覧
会
の
使
節
団
と
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
歴
訪
し
た
。

　

帰
国
後
、
戊
辰
戦
争
に
参
戦
し
、

家
老
・
西
郷
頼
母
の
副
総
督
と
し
て

白
河
口
の
防
衛
に
あ
た
っ
た
。

　

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月
一

日
、
新
政
府
軍
が
白
河
城
を
包
囲
し

よ
う
と
す
る
と
、
状
況
打
破
の
た
め

稲
荷
山
に
駆
け
つ
け
た
が
銃
撃
を
受

け
戦
死
。

田中 土佐
たなか　とさ
文政3年〜慶応4年（1820〜1868）

〔玄清〕

一瀬 要人
いちのせ　かなめ
天保2年〜慶応4年（1831〜1868）

神保 内蔵助
じんぼ　くらのすけ
文化3年〜慶応4年（1816〜1868）

中野 竹子
なかの　たけこ
未詳〜慶応4年（〜1868）

　

神
保
修
理
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

に
会
津
藩
家
老
の
神
保
内
蔵
助
利
孝
の

長
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
実
名
は
神
保

長
輝
と
言
っ
た
。
実
弟
に
は
母
方
の
家

を
継
い
だ
北
原
雅
長
が
い
た
。
神
保
家

は
会
津
藩
祖
保
科
正
之
の
代
か
ら
続
い

神保 修理
じんぼ　しゅり
天保10年〜慶応4年（1839〜1868）

た
名
家
の
一
つ
で
家
禄
は
千
二
百
石
で

あ
っ
た
。
修
理
は
幼
少
の
頃
か
ら
学
問

に
秀
で
て
お
り
、
藩
校
日
新
館
で
勉
学

に
励
ん
で
い
た
時
代
に
は
周
囲
か
ら
秀

才
と
謳う

た

わ
れ
て
い
た
。
や
が
て
成
人
と

な
り
、
妻
を
娶め

と

る
こ
と
に
な
り
、
会
津

藩
士
井
上
丘
隅
の
娘
雪
子
と
夫
婦
と

な
っ
た
。

　

会
津
藩
主
松
平
容
保
は
神
保
修
理
の

才
覚
を
重
視
し
、
藩
の
重
役
に
登
用
し

た
。
ほ
ど
な
く
、
徳
川
幕
府
の
た
っ
て

の
要
望
に
よ
り
、
松
平
容
保
は
動
乱
の

京
都
を
取
り
締
ま
る
為
に
置
か
れ
た
京

都
守
護
職
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）、
修
理
は
松

平
容
保
に
随
行
し
て
京
都
に
赴
き
、
軍

事
奉
行
添
役
と
し
て
容
保
の
側
近
く
に

あ
っ
て
国
事
に
奔
走
し
た
。

　

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）、
容
保
は
修

理
の
優
れ
た
国
際
感
覚
を
買
い
、
長
崎

に
派
遣
し
た
。
長
崎
で
は
、
諸
外
国
の

事
情
を
知
る
と
と
も
に
西
国
藩
士
と
も

交
友
を
深
め
た
。
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）

に
な
る
と
大
政
奉
還
、
王
政
復
古
と
続

き
、
主
戦
論
が
高
ま
る
中
に
お
い
て
修

理
は
将
軍
徳
川
慶
喜
に
不
戦
論
を
進
言

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

戊
辰
の
年
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）

一
月
、
戦
い
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に

な
り
、
つ
い
に
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
が

勃
発
し
た
。
旧
幕
府
軍
は
兵
の
数
が
約

一
万
五
千
名
、
薩
摩
・
長
州
・
土
佐
軍

は
約
五
千
名
と
数
の
上
で
は
圧
倒
的
に

旧
幕
府
軍
が
有
利
と
思
わ
れ
た
。
し
か

し
、
薩
摩
・
長
州
・
土
佐
軍
は
錦
の
旗

を
ひ
る
が
え
し
て
官
軍
だ
と
し
旧
幕
府

軍
を
賊
軍
だ
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
戦
意
を
亡
く
し
た
旧
幕
府
軍
は
総

崩
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

戦
況
が
不
利
に
な
っ
た
後
、
神
保
修

理
は
将
軍
徳
川
慶
喜
に
戦
い
を
続
け
る

こ
と
の
非
を
説
き
、
江
戸
に
戻
り
恭
順

敗
戦
の
主
因
と
さ
れ

悲
運
の
最
期
を
遂
げ
る

松
平
容
保
は
神
保
修
理
の

才
覚
を
重
視
し
、

藩
の
重
役
に
登
用

敵
方
も
評
価
す
る

　
　

 

才
覚
の
持
ち
主 横山 主税

よこやま　ちから
弘化4年〜慶応4年（1847〜1868）

〔常守〕
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会
津
藩
士
。
文
政
九
年（
一
八
二
六
）佐
々

木
源
八
秦
道
の
長
男
に
生
れ
た
が
、
佐
々
木

の
実
兄
の
手
代
木
又
吉
勝
富
の
養
子
と
な

り
、
通
称
を
直
右
衛
門
勝
任
（
す
ぐ
え
も

ん
・
か
つ
と
う
）
と
言
っ
た
。
藩
主
松
平
容

保
が
京
都
守
護
職
を
拝
命
す
る
と
、
手
代
木

勝
任
も
こ
れ
に
従
い
上
洛
し
た
。
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
に
は
会
津
藩
公
用
人
の
任
に

つ
き
渉
外
担
当
と
な
る
。

　

会
津
藩
士
が
誤
っ
て
土
佐
藩
士
を
殺
害
し

て
し
ま
っ
た
事
件
で
は
、
土
佐
藩
側
と
の
折

衝
役
を
務
め
た
ほ
か
、
禁
門
の
変
の
際
に
は

病
身
だ
っ
た
容
保
の
名
代
で
参
内
し
て
、
長

州
藩
追
討
の
勅
を
受
け
る
な
ど
し
、
慶
応
三

年
の
大
政
奉
還
で
は
事
前
に
土
佐
藩
の
後
藤

象
二
郎
と
協
議
す
る
な
ど
、
渉
外
担
当
と

し
て
他
藩
と
の
折
衝
で
は
そ
の
功
績
は
大
き

か
っ
た
。
一
方
、
新
選
組
や
所
司
代
、
町
奉

行
を
動
か
す
立
場
に
い
て
、
攘じ

ょ
う
い夷
派
の
浪
士

十
数
人
を
捕
え
、
あ
る
い
は
斬
殺
し
た
。
ま

た
、
容
保
の
代
理
人
と
し
て
参
内
し
、
将
軍

慶
喜
か
ら
賞

し
ょ
う

賜し

を
賜
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

や
が
て
、
慶
応
四
年
一
月
鳥
羽
伏
見
の
戦

い
が
始
ま
る
と
、
手
代
木
も
会
津
に
帰
国
し

以
後
は
奥
羽
越
列
藩
同
盟
で
の
諸
藩
と
の
仲

立
ち
に
奔
走
し
、
戦
線
が
会
津
に
移
り
籠
城

戦
が
始
ま
る
と
、
若
年
寄
と
し
て
前
線
に
出

て
奮
戦
し
た
。

　

開
城
時
に
は
秋
月
悌
次
郎
と
共
に
米
沢
に

使
者
に
た
ち
、
板
垣
退
助
ら
と
協
議
し
、
九

月
二
十
二
日
の
降
伏
開
城
を
迎
え
た
。

　

開
城
後
は
手
代
木
も
他
の
藩
士
た
ち
と

同
様
猪
苗
代
に
謹
慎
の
後
、
因い

な
ば幡
・
高
須
・

尾お
わ
り張
各
藩
邸
で
幽
閉
さ
れ
る
に
至
る
。
明
治

五
年
に
は
幽
閉
も
解
か
れ
明
治
新
政
府
に
奉

職
、
香
川
県
・
高
知
県
の
権
参
事
を
歴
任
し

た
ほ
か
、岡
山
県
吏
と
な
り
区
長
を
務
め
た
。

　

坂
本
龍
馬
・
中
岡
慎
太
郎
暗
殺
の
実
行
犯

と
言
わ
れ
て
い
る
佐
々
木
只
三
郎
は
実
弟

で
、
京
都
見
廻
り
組
み
を
率
い
て
い
た
が
、

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
で
戦
死
し
た
。

　

正
六
位
勲
六
等
に
叙
せ
ら
れ
た
。

　

明
治
三
十
六
年
六
月
三
日
、
岡
山
市
で
病

没
。
享
年
七
十
八
歳

公
用
人
と
し
て
京
に
赴
任
し

連
絡
調
整
に
あ
た
る

手代木 勝任
てしろぎ　かつとう（すぐえもん）
文政9年〜明治36年（1826〜1904）

渉
外
担
当
で

功
績

〔直右衛門〕

　

町
野
主
水
は
天
保
十
（
一
八
三
九
）

年
、
代
々
会
津
藩
の
重
臣
で
あ
っ
た
町

野
家
九
代
目
の
生
ま
れ
。
戊
辰
戦
役
で

は
松
平
容
保
に
従
っ
て
入
京
し
、
京
都
・

蛤
御
門
の
戦
い
、
の
ち
魚
沼
郡
小
出
島

な
ど
越
後
方
面
の
戦
い
で
活
躍
し
た
槍

の
達
人
と
し
て
知
ら
れ
た
。
別
名
、
町

野
源
之
助
重
安
。
越
後
の
戦
い
で
白
虎

隊
士
の
弟
久
吉
を
失
っ
た
ほ
か
、
会
津

藩
の
降
伏
時
に
は
主
水
の
母
や
妻
、
姉
、

子
供
な
ど
一
族
八
人
が
戦
火
を
避
け
る

中
、
会
津
坂
下
町
の
勝
方
寺
の
裏
山
で

壮
絶
な
自
刃
を
遂
げ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
悲
境
下
に
あ
っ
た
町
野
主
水

だ
が
、
戊
辰
戦
後
は
藩
取
締
と
し
て
会

津
藩
の
残
務
処
理
に
当
た
る
一
方
、
伴

百
悦
ら
と
共
に
懸
案
だ
っ
た
会
津
藩
戦

死
者
の
埋
葬
に
奔
走
し
、
の
ち
に
戦
死

者
の
慰
霊
団
体
で
あ
る
公
益
財
団
法
人

会
津
弔
霊
義
会
の
生
み
の
親
と
な
っ
た
。

会
津
藩
の
「
義
」
を
貫
き
、
旧
藩
士
を

救
済
す
る
中
心
的
な
役
割
も
担
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
戊
辰
戦
争
終
結
時
の
会

津
城
下
は
凄
絶
悲
惨
な
状
況
に
置
か
れ
、

そ
の
ひ
と
つ
が
敗
軍
と
は
い
え
戦
陣
に

倒
れ
た
会
津
藩
士
の
お
び
た
だ
し
い
数

の
遺
体
が
城
内
外
に
野
晒
し
の
ま
ま
放

置
さ
れ
、
明
治
新
政
府
の
民
政
局
が
設

置
さ
れ
て
も
埋
葬
を
許
さ
れ
な
か
っ

た
（
最
近
に
な
っ
て
明
治
元
年
十
月
、

五
百
六
十
七
名
の
遺
体
が
埋
葬
さ
れ
た

と
い
う
新
史
料
が
現
れ
る
）。
町
野
主
水

ら
の
粘
り
強
い
働
き
か
け
で
、
埋
葬
（
改

葬
）
が
許
さ
れ
た
の
は
、
お
よ
そ
半
年

後
の
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
二
月
か

ら
五
月
に
か
け
て
の
こ
と
。
市
内
七
日

町
の
阿
弥
陀
寺
に
一
千
二
百
八
十
一
体

が
埋
葬
さ
れ
、
日
新
町
の
長
命
寺
に
は

百
四
十
五
体
が
眠
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
墓
標
と
し
て
許
さ
れ
た
の
は
「
戦
死

墓
」
の
三
文
字
の
み
で
あ
る
。

　

こ
の
あ
と
旧
藩
士
の
町
野
主
水
が
初

代
会
長
と
な
っ
て
、
財
団
法
人
会
津
弔

霊
義
会
の
設
立
を
内
務
大
臣
に
願
い
出

戊
辰
戦
死
者
の

埋
葬
に
尽
く
す

町野 主水
まちの　もんど
天保10年〜大正12年（1839〜1923）

た
の
は
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
の
こ

と
。
四
年
越
し
と
な
っ
た
大
正
六
年
三

月
二
十
九
日
に
認
可
が
下
り
て
、
現
在

の
公
益
財
団
法
人
会
津
弔
霊
義
会
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
町
野
主
水
に
は
強
烈

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
る
。
彼
が
亡
く
な
っ

た
の
は
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
六

月
九
日
、
八
十
五
歳
だ
っ
た
が
、
自
ら

息
子
に
遺
言
し
、
遺
体
を
あ
の
戊
辰
戦

死
者
と
同
様
に
菰
に
包
み
、
荒
縄
で
縛

り
裸
馬
に
曳
か
せ
て
菩
提
寺
の
融
通
寺

に
埋
葬
し
た
と
い
う
。
い
か
に
も
一
徹

な
会
津
人
ら
し
い
。
直
木
賞
作
家
の
中

村
彰
彦
氏
は
「
彼
こ
そ
が
最
後
の
会
津

武
士
」（
著
書
『
そ
の
名
は
町
野
主
水
』）

と
評
し
た
。
子
孫
も
内
外
で
活
躍
し
、

息
子
の
町
野
武
馬
は
東
京
で
山
川
浩
の

書
生
、
の
ち
に
張
作
霖
の
軍
事
顧
問
、

近
衛
文
麿
の
ブ
レ
ー
ン
、
吉
田
茂
の
後

見
人
・
御
意
見
番
と
な
っ
た
。
衆
議
院

議
員
で
も
あ
る
。
弟
の
町
野
重
世
（
北

会
津
郡
長
）
は
公
益
財
団
法
人
会
津
育

英
会
の
創
立
者
で
あ
る
。

　

平
成
十
八
年
六
月
に
町
野
主
水
家
顕

彰
会
が
発
足
し
、
一
族
の
慰
霊
に
あ
た
っ

て
い
る
。

「
彼
こ
そ
が
最
後
の
会
津
武
士
」

　「鶴ヶ城と白虎隊の歴史」を中心とした会津の観光が強く打ち出されるようになった中で、
昭和31年（1956）8月には東山温泉地内に当時東北一のロープウェー、背炙り山空中ケーブ
ルが開通。さらに4年後には、背炙り山関白平に夏・冬兼用のリフトが敷設された。「あさぎり」

「ゆうぎり」と名付けられた二台のケーブルカーは、新しい背炙り山観光の目玉となった。
　その背炙り山には昭和32年、日本女性でアメリカ移民の第一号となった少女おけいの墓が
建立されている。また、空中ケーブル開通により展望台など施設の充実や、背炙り山の開発が
着々と進められた。その背炙り山頂までは昭和46年に9,300メートルの道路が全線開通。これ
に伴って背炙り山空中ケーブルも時代の役目を終え、昭和60年に廃止されている。

背炙り山に東北一の空中ケーブルカー誕生
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に
働
き
か
け
阿
弥
陀
寺
・
長
命
寺
へ
の
埋
葬

許
可
を
死
力
し
、
翌
年
二
月
よ
り
、
改
葬
方

に
任
じ
ら
れ
た
伴
百
悦
ら
は
、
阿
弥
陀
寺
に

千
二
百
八
十
一
体
、
長
命
寺
百
四
十
五
体
な

ど
の
埋
葬
に
尽
力
し
た
。
だ
が
民
政
局
監
察

方
兼
断
獄
頭
取
の
久
保
村
文
四
郎
の
嫌
が
ら

せ
は
度
を
越
し
、
全
国
で
横
行
し
て
い
た
ニ

セ
金
ニ
セ
札
つ
く
り
は
会
津
で
も
行
わ
れ
て

い
て
、
明
治
二
年
の
容
疑
者
逮
捕
は
す
さ
ま

じ
く
、
久
保
村
は
ろ
く
に
調
べ
も
せ
ず
に
斬

首
す
る
と
い
う
圧
政
に
出
た
た
め
、
そ
の
残

忍
な
や
り
方
は
、
若
松
城
下
で
は
知
ら
ぬ
者

は
い
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

七
月
十
二
日
、
越
前
福
井
へ
帰
藩
す
る
こ

と
に
な
っ
た
久
保
村
の
出
発
日
を
探
り
出
し

た
伴
と
高
津
仲
三
郎
ら
同
志
は
、
相
は
か
り

越
後
街
道
の
束
松
峠
に
て
待
ち
伏
せ
し
惨
殺

伴 百悦
ばん　ひゃくえつ
文政10年〜明治3年
（1827〜1870）

　

伴
佐
太
郎
宗
忠
五
百
石
取
り
の
長
男
。
伴

家
は
代
々
の
鷹
番
匠
で
あ
る
。

　

百
悦
が
江
戸
勤
番
の
折
、
道
場
で
の
稽

古
で
打
た
れ
て
仮
死
状
態
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
悟
り

を
開
い
て
剣
の
達
人
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
、

「
釈し

ゃ
か迦
」
と
渾あ

だ
な名
さ
れ
て
い
た
。

　

戊
辰
戦
争
で
は
、
越
後
口
の
萱
野
右
兵
衛

隊
の
副
将
、
撤
兵
隊
組
頭
と
し
て
、
朝
日
山
、

長
岡
の
戦
い
に
出
陣
し
た
。
後
、
朱
雀
隊
寄

合
二
番
隊
中
隊
頭
を
務
め
る
。
長
岡
城
陥
落

後
、
会
津
に
も
ど
り
籠
城
戦
で
活
躍
し
た
。

　

開
城
後
、十
月
一
日
民
政
局
が
設
置
さ
れ
、

二
日
郭
内
外
の
遺
体
埋
葬
が
通
達
さ
れ
た
。

会
津
藩
士
赤
羽
彦
作
ら
が
三
日
よ
り
捜
索
・

仮
埋
葬
を
行
う
。
若
松
取
締
の
町
野
主も

ん
ど水
ら

は
、
罪
人
塚
へ
の
埋
葬
を
、
新
政
府
軍
務
局

し
て
、
旧
藩
士
へ
の
恥
辱
に
無
念
の
一
撃
を

下
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

か
く
し
て
伴
は
、
越
後
方
面
に
逃
亡
す
る

身
と
な
り
、
大
安
寺
村
（
新
津
市
）
の
坂
口

津
右
衛
門
、
医
師
晋
斎
方
に
身
を
寄
せ
、
明

治
三
年
六
月
二
十
二
日
、
大
安
寺
村
の
慶
雲

庵
に
い
る
と
こ
ろ
を
松
村
藩
の
捕
吏
に
囲

ま
れ
た
。
伴
は
ひ
と
り
め
の
人
を
板
戸
越
し

に
刺
殺
す
る
と
、
自
刃
し
て
果
て
た
。
村
人

は
慶
雲
庵
に
埋
葬
し
自
然
石
の
墓
標
を
立
て

た
。
昭
和
四
十
一
年
三
月
、
越
後
交
通
社
長

柏
村
毅
（
会
津
会
会
長
）
の
手
に
よ
っ
て
整

備
さ
れ
墓
碑
も
設
け
ら
れ
た
。

　

平
成
十
一
年
十
月
、
菩ぼ

だ

い

じ

提
寺
善
龍
寺

（
会
津
若
松
市
）
に
、「
伴
百
悦
墓
碑
」
が

建
立
さ
れ
、
誌
文
に
「
会
津
藩
戦
死
者

二
千
三
十
二
柱
の
遺
体
埋
葬
に
心
血
を
傾
け

た
、
度
重
な
る
決
死
の
嘆
願
に
よ
り
漸よ

う
や

く
許

可
を
得
、
自
ら
賤せ

ん
み
ん民
と
な
り
改
葬
方
と
し
て

阿
弥
陀
寺
、
長
命
寺
他
十
六
か
所
に
礼
を
尽

し
て
埋
葬
し
た
」
と
。

束
松
峠
で
会
津
人
の

無
念
を
果
す

自
ら
賤
民
と
な
り
改
装
方
に

阿
弥
陀
寺
に
千
二
百
八
十
一体

長
命
寺
百
四
十
五
体
な
ど

に
新
政
府
軍
の
板
垣
退
助
の
も
と
に
赴

き
、
そ
の
役
目
を
は
た
し
て
い
る
。

　

戦
後
、
猪
苗
代
に
謹
慎
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
旧
知
の
奥お

く
だ
い
ら
け
ん
す
け

平
謙
輔
（
長
州
藩

士
）
か
ら
手
紙
を
も
ら
っ
た
の
で
、
ひ

そ
か
に
謹
慎
所
を
抜
け
出
し
て
越
後
ま

で
行
っ
て
彼
に
会
っ
て
い
る
。
こ
の
帰

り
に
作
っ
た
の
が
有
名
な
「
北ほ

く
え
つ越
潜せ

ん
こ
う行

帰き

と途
の
作さ

く

」（
戦
後
述
懐
）
で
あ
る
。

　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
二
月
、

胤
永
は
終
身
禁
固
の
刑
と
な
っ
て
各
地

に
移
さ
れ
た
が
、
同
五
年
正
月
特
赦
に

あ
っ
て
自
由
の
身
と
な
る
こ
と
が
で
き

た
。
同
年
三
月
、
新
政
府
の
左
院
少
議

生
と
し
て
出
仕
し
、
諸
官
を
経
た
の

ち
、
同
二
十
三
年
第
五
高
等
学
校
の
教

授
と
な
っ
て
熊
本
に
赴
任
し
た
。
こ
の

と
き
同
僚
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン

（
小
泉
八
雲
）
は
胤
永
の
こ
と
を
「
神

の
よ
う
な
人
」
と
評
し
た
と
い
う
。
同

二
十
八
年
に
同
校
を
退
職
し
、
晩
年
は

東
京
に
移
住
し
て
同
三
十
三
年
一
月
、

七
十
七
歳
を
も
っ
て
病
没
し
た
。

　

悌
次
郎
と
称
し
、
字
は
子し

し
ゃ
く錫
、
韋い

け

ん軒

と
号
し
た
。
丸
山
胤
道
の
二
男
と
し
て

若
松
城
下
に
生
ま
れ
た
。
兄
の
胤
昌
が

家
を
継
い
だ
の
で
、
後
に
別
家
と
し
て

秋
月
姓
を
称
し
た
。
十
歳
で
藩
校
日
新

館
に
入
学
す
る
と
と
も
に
、
儒
者
の
髙た

か

津つ

し

せ

ん

淄
川
に
つ
い
て
詩
を
学
ぶ
。
秀
才
の

誉
れ
高
く
、
十
九
歳
の
と
き
江
戸
に
出

て
藩
濡
牧ま

き
は
ら
は
ん
と
う

原
半
陶
に
経け

い
が
く学
を
学
び
、
ま

た
松
平
謹
次
郎
（
慎
斎
）
の
麹き

つ
け
い
し
ょ
い
ん

渓
書
院

に
入
塾
す
る
。
こ
こ
に
五
年
間
留
学
し

て
、
慎
斎
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け

た
。
更
に
幕
府
の
昌
平
坂
学
問
所
書

生
寮
に
入
り
、
こ
こ
に
は
十
年
に
及
ん

だ
が
、
後
に
は
寮
の
舎
長
と
な
っ
て
五

人
扶
持
を
給
さ
れ
て
い
た
。
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
西
国
諸
藩
を
歴
遊
し
て
、

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
江
戸
に
帰
っ

た
。
こ
の
と
き
の
見
聞
を
ま
と
め
た
も

の
が
『
観か

ん
こ
う
し
ゅ
う

光
集
』
で
あ
る
。

幕
末
で
も
活
躍

明
治
の
教
育
者

　

藩
主
容
保
が
京
都
守
護
職
に
就
任
す

る
と
、
広
沢
安や

す
と
う任
と
と
も
に
藩
の
公
用

方
を
命
じ
ら
れ
、
藩
主
一
行
の
上
洛
準

備
の
た
め
先
に
京
都
に
入
っ
た
。
文
久

三
年
八
月
十
三
日
の
夜
、
胤
永
の
も
と

に
薩
摩
の
髙
崎
左
太
郎
（
正ま

さ
か
ぜ風
）
が
訪

ね
て
き
た
。
胤
永
は
と
く
に
髙
崎
を
知
っ

て
い
る
訳
で
は
な
か
っ
た
が
、
髙
崎
の

方
は
胤
永
を
知
っ
て
い
た
ら
し
い
。
と

も
か
く
も
こ
の
二
人
の
は
た
ら
き
で
「
会

薩
同
盟
」
が
成
立
し
、
八
月
十
八
日
の

政
変
が
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。
胤
永

は
一
時
、
蝦え

ぞ

ち

夷
地
の
代
官
と
し
て
、
い

わ
ば
左
遷
さ
れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た

が
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
呼
び

戻
さ
れ
て
京
都
に
帰
っ
た
。

　

戊
辰
戦
争
の
際
は
軍ぐ

ん
じ
ぶ
ぎ
ょ
う
そ
え
や
く

事
奉
行
添
役
と

し
て
各
地
に
出
陣
し
て
い
る
が
、
戦
い

に
加
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し

軍
事
面
の
担
当
者
と
し
て
は
重
い
地
位

に
あ
っ
た
た
め
、
戦
後
は
戦
争
遂
行
の

責
任
者
の
一
人
と
し
て
重
罪
に
問
わ
れ

た
の
で
あ
る
。
会
津
藩
が
降
伏
開
城
す

る
に
あ
た
っ
て
、
手て

し

ろ

ぎ

代
木
勝か

つ
と
う任
と
と
も

小
泉
八
雲
を
も
っ
て

「
神
の
よ
う
な
人
」
と

評
さ
れ
た

広
沢
安
任
と
と
も
に

会
薩
同
盟
の
成
立
に
尽
力

戊
辰
戦
争
後
、
会
津
の
復
興
と
発
展
に
内
外
か
ら
貢
献
し
た
先
人
た
ち

秋月 胤永
あきづき　かずひさ（ていじろう）
文政7年〜明治33年（1824〜1900）

〔悌次郎〕

　郷土会津が戊辰戦争の痛手から立ち上がり、100年という歳月を刻んだのは昭和42年（1967）のことだった。
9月22日、秩父宮妃殿下を市民会館にお迎えして厳かな「明治戊辰100年祭記念式典」が挙行された。

　この日は鐘の音や市のサイレンに合わせて、全市民が戊辰戦役以来の市の復興発展に
尽力した先人の諸霊に黙とうを捧げた。記念式典においては、市の花にあおい（立ちあ
おい）の制定や決意を新たにする「戊辰100年の誓い」が発表された。また記念の第15回
会津まつりは40万人の人出を記録した、と戊辰100年祭を特集した「市政だより」第254
号は当時の盛り上がりを伝えている。記念事業では、鶴ヶ城本丸で開催された「会津博覧
会」をはじめ、ＮＨＫのど自慢全国放送、「会津若松市史」の完結、「近代会津百年史」の刊
行、文芸春秋文化講演会、京都で「会津の観光と物産展」開催と話題の多い一年だった。

厳かに明治戊辰100年祭の記念式典




